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家政教育講座で開講する 『総合演習』 に お い て ､ 環境 を テ ー マ と し, ソ
ー ラ

ー

ク ッ カ
ー

を題材 と した実践 を行 っ

た｡ 『総 合演習』 で は課題を自ら積極的に解決す る た め に , 資料収集､ 実地見学､ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン (分析及 び検討)

を 取り 入 れ る こ と と さ れ て い る｡ 今 回 は ､ こ の 学び の 形 態 と して P B L 教育 を 取り 入 れ , 具体 的な 事象､ 主 体的

な 学び､ グル ー プ活動 の 3 つ の 要件を 含め た 形 態で 展開 した o こ れ によ り ､ 学生 の 主 体的 な学びが達成 され た ｡

さ ら に ､ 活動 の 振 り返 り の 中で 教師 と して の 視点 を取 り 入れ る こ と に よ り , 児 童 ･ 生徒 を指導す る際 に必要な資

質や教師と して の ス タ ン ス に つ い て考 え させ る こ と が で きた ｡

キ
ー

ワ
ー ド : 総合演習､ p B L 教育 ､ ソ

ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

, 総合的な 学習の 時間

1 . は じめ に

平成 1 0 年度に ｢ 教育職員免許法｣ が
一

部改正 され ､
『総

合演習』が授業科目として 導入された ｡
『総合演習』で は､

学生が自ら主体的に課題を設置し､ そ の課題は ｢ 人類に

共通する課題､ または ､ 我が国社会全体にかかわる課題｣

で ある こと, 自 ら積極的に課題解決するた めに, 上記課

題に関する資料収集､ 実地見学, デ ィ ス カ ッ シ ョ ン及び

｢ 分析及び検討｣ を取り入れる こ と, ｢ 幼児
･ 児童また は

生徒を指導するた め の方法及び技術｣ を習得させ る こ と

とされ て い る｡ こ の科目に つ い て は ､ 多く の大学でそ の

内容の検討が行われ て い る
- ～

三～)
0

教員養成に限らず､ 自 ら課題を設定し, そ れ を解決す

るため に主体的に学習するこ とは知識の定着を深め ると

されて い る
′1)

｡ 現在､ 三重大学で は こ の ような学習形態

の
一

つ で ある P r o b l e m / P r oj e c t b a s e d l e a r n i n g ( P B L) 敬

育を全学的に推進して い る ｡ P B L 教育 とは､ 問題の 把握

か ら､ 問題解決策の 立案､ 実施､ 評価に到る
一

連の 学習

プ ロ セ ス を主 とした教育方法であ る｡ 特 に本学で推進し

て い る P B L 教育はチ ュ
ー タ ー 制を取り入 れた小 グル ー

プ によ る学習形態が特徴で あ り､ と り わ け p B L 教育は

現実世界 との 関係性を重視する｡ P r o bl e m ( 問題) に し

て も p r oj e c t ( 企画) に し て も, 現実世界の 問題が示 さ

れなければな らな い ｡ チ ュ ー タ ー

の 支援の もとにそ の 間

題を発見し､ 解決の ため の 企画をた て 実施する過程その

も の が ｢ 学び｣ と みな され る｡ 教員養成にお ける P B L

教育の 意義として 次の 3 点が挙げられ る
5)

o

1 . 問題発見能力､ 問題状況に対する的確な分析力, 解

決能力を身につ ける こ とが で きる｡ また企画を立て て 実

施する中で ､ 場に応じて 的確なリ フ レク シ ョ ン を し つ つ

実践し､ 改善策を つ くる こ とが で きる力を身に つ ける こ

I )

三 重大学教育学部家政教育講座
2 )
三 重大学教育学部技術教育講座

とができる｡

2 . 現実世界の 問題を解決する ことによ っ て ､ 学問と実

践との つ なが りを実感し､ 自分自身の (教師として の 職

業的) アイデン テ ィ テ ィ の 形成を促す こ とが 期待され

る
｡

3
. 問題解決過程, 企画実施過程にお い て ､ さ まざまに

有用な知識を活用 し､ 資料探索能力を身につ ける こ とが

で きる｡

家政教育講座で 開講して い る 『総合演習』 にお いて ､

こ の ような p B L 教育を取り入れた環境教育の 実践を行 っ

た の で報告する｡

2 . 授業概要

実施した授業の 概要を表 1 に示す｡ ソ
ー ラ ー ク ッ カ

ー

の 製作 ･ 実験を行 っ た後､ ソ
ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー を キ

ー

ワ
ー

ド と した ウ ェ ッ ビ ング
6)
に よ り設定した課題に つ い て

の発展学習を行っ た ｡ 本授業の 目的は家庭科領域の 専門

知識を基礎に 『総合的な学習の 時間』 に つ い て 考える こ

表 1 授業概要

第 1 回 ガイ ダ ンス ､ イ ン トロ ダ ク シ ョ ン

第 2 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー の 製作お よ び実験の 計画

第 3 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 製作

第 4 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 実験 1 回 目

第 5 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 改善

第 6 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 実験 2 回 目

第 7 回 ソ ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 製作お よび実験の 振り返り

第 8 回 発展学習の 課題設定

第 9 - 1 1 回 発展学習

第 1 2 回 発展学習の ま とめ

第 1 3 , 1 4 回 デ ィ ス プレイ ポ
ー

ト フ ォ リ オ の 製作

第 1 5 回 報告会お よ び反省会
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写真 1 ソ
ー

ラ
ー

ク ッ カー

と で あ る ｡ 授業の テ
ー マ は ｢ 環境｣ とし ､ 著者の 専門分

野で あ る家政教育の食物分野 のなかから調理に焦点をあ

て
, 太陽熱 に より調理 を行う ｢ ソー ラ

ー ク ッ カ
-

｣ を取

り上げた ｡ 授業は , 学生が 『総合的な学習の時間』 的な

活動を体験して , 学習者の 視点だけでなく ､ 教師 の視点

で振り返る と いう形式をと っ た . 技術教育の 教員 2 名と

4 年生 1 名が チ ュ
ー タ - と し て 授業に 参加した o 毎回,

活動内容, 学習者とし て の 振り返り ､ 教師 の視点で の振

り返り を記入した ノ
ー

ト を提出させ ､
こ の コ メ ン トの中

か らピ ッ ク ア ッ プした内容をプリ ン ト に して 翌週配布し

たo また ､ ソ
-

ラ - ク ッ カーの 製作および実験 ( 写真 1)

に つ い て の レポ ー ト と発展学習に つ い て の レポ - トを グ

ル - プごと の課題とした . 本授業の 最終的な まとめ とし

て ､ 個 人 で ディ ス プ レイ ポ
ー ト フ ォ リ オ

丁'

を製作させ ､

発表を行わせた ｡

3 . 『総合演習』 と しての 内容の検討

3 - 1 . テ ー マ の 設定

前述の通 り､

『総合演習』 で は､

｢ 人 類に 共通する 課題 .

ま た は､ 我が国社会全体にかかわ る課題｣ を取り上げる

こととされ て い る o 今回 の テ - マ は ｢ 環境｣ であり､
こ

十 T
I

て?

~ ●

:
-

.

.t
r l ii ･ -

_
- ･ - i

_
■ い ■ ■

- ■■ -

の 主旨 に沿 っ た テ ー マ 設定で あ っ た と考え る ｡

イ ン トロ ダク シ ョ ン で は､ 教員が合板. トタ ン などを

用い て 製作した ソ ー ラ ー ク ッ カーを提示 した後､ 次 回か

ら ソ ー ラ - ク ッ カ ー の 製作 ･ 実験を行う こ と に つ い て 説

明を行 っ た ｡
こ の と き の学生 の振り返り で は､ は と んど

が ソ -

ラ
- ク ッ カ - の 製作に対する期待や 調理 に関する

問題だけ に関心が集まり､

｢ 環境｣ と い う視点は ほ とん

ど見られなか っ た ｡ しか し､ 授業の 後半に ｢ ソー ラーク ッ

カ ー

｣ とし､ うキーワ
ー ド をq , .L りこ お い たウ ェ ッ ビ ン グに

よ り設定した発展学習の課題で は｢ 自然エ ネルギ
ー

｣ , ｢ エ

コ ク ッ キ ン グ｣ ､
｢ 太陽 エ ネル ギ

ー

｣ ､
｢ 環境教育｣ な どが

取り上げられ て お り ､ ど の グル
- プも環境問題に 視点を

発展させ て い た ｡ ま た､ 本授業全体に つ い て の個人 の成

果を示す作品であ る ｢ デ ィ ス プ レイポ ー トフ ォ リオ｣ の

製作にお い て も, 1 2 名中 8 名 の学生が ｢ 環境｣ を テ
ー

マ

と し て お り , 環境 に つ い て 自分なり の視点を持 つ に 至 っ

た と い え る であ ろう ｡ ( 写真 2)

3 - 2 . 学びの 形態

『総合演習』 で は自ら積極的に課題を解決する た め に .

資料収集, 実地見学. デ ィ ス か ソ シ ョ ン ( 分析及び検討)

を取り入れ る こ ととされ て い る o 今Lg は ､ こ の 学びの形

写真 2 デ ィ ス プ レイ ボート フ ォ リオ の例

- 8 4 -



『総合演習』 における P B L 教育 の実践

態と し て P B L 教育を取り入れ た ｡
P B L 教育には , ①具

体的な事象､ ②主体的な学び､ ③グル
ー プ活動が 3 つ の

要件として 挙げられる ｡ 本実践を こ の 3 つ の 要件を含め

た形態で 展開した ｡

①具体的事象

本授業では ソ
ー ラ ー ク ッ カ ー と い う教材を実際に製作

し､ 実験すると いう ｢ 具体的事象｣ を授業の 中に取り入

れた ｡
｢ 環境｣ とい う ような ､ 非常に大きなテ

ー マ につ

い て 考え させ る際には ､ で き るだけ身近で関心を持て る

題材を提示 するな ど､ 何 らか の き っ かけを与え､ 興味
･

関心を ひ き つ ける こ とが必要で あると思われ る｡ 今 回は

｢ 具体的事象｣ をそ の き っ か けと した ｡ そ の結果, 学生

の 振り返りには , 導入時に教員が作成した ソ
ー

ラ
ー

ク ッ

カ ー の 実物を目にした際に

･

未知の世界に足を踏み入れて試行錯誤するの はワクワ

クする｡

･ 早く調理がしてみた い ｡

･ 絶対成功させた い ｡

な ど の記述が見られ , 製作に対する意欲を示す学生が多

か っ たo ま た､ ソ
ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー を実際に製作すると い

う具体的な活動の中で も､

･

自分たちで試行錯誤 しながら作り上げて いくのが楽 し

か っ た ｡

･

身近なもので ソ
ー ラ ー ク ッ カ ー が簡単に出来て ､ 自分

で調理 するもの を考え る ことも出来た ので ､ とて も興

味を持 っ て実験が行えた ｡

と い うように興味 ･ 関心を ひ き つ けられ た ことを示す記

述が見 られ ､
｢ 具体的事象｣ が対象で ある こ とによ り､

学習効果が上がる ことが期待される｡

② 主体的な学び

主体的な学びと して は, ソ ー ラ ー ク ッ カ
ー

の 形式､ 実

験内容, 発展学習の課題を学生自身が自分の 興味に沿 っ

て 決定すると い う形式を と っ た点をあげる こ とが で き

る｡ こ の 中で , 学生は自ら問題を発見 し､ そ れ を解決す

るために試行錯誤 して い た｡ こ の よ うに主体的な学びを

意識する こ とにより, 活動に対する学生の興味
･ 関心が

高まり､ 以下の 記述の ように､ 意欲が向上 して い る様子

が見られた｡

･ どうや っ て作るかを い ろ い ろな観点から考えられ る の

がよ い ｡

･ 自分たちが活動を して い くなかで ､ 自然に い ろ い ろな

疑問が生まれてくるのがよ い ｡ 自分が疑問に思 っ た こ

とは調べてみた い し､ 実際に試してみた い と思う｡

･ 生 じてきた疑問に関して自分で知りた い と思えた ｡

･ 自分達で決定した課題なので ､ 先生に課題を与えられ

て調べ学習するよりも興味や関心を持ち､ 進んで行動

できる と思う｡

③グル ー プ活動

本授業では ､ ソ
ー

ラ
ー

ク ッ カ
ー

の 製作 ･ 実験お よび発

展学習をグル ー プ活動で行 っ た o グル
ー

プ で学習を進め

る ことは ､ ソ
ー ラ ー ク ッ カ ー の 製作 ･ 実験 にお い て は,

協働
･

役割分担とい う点で意味が あり､ 製作
･ 実験 の振

り返り の討論や発展学習にお い て は､ 様 々 な意見に触れ

合う と いう点で意義が ある｡ 学生 の意見では

･ グル ー

プでの作業は時間もそれほどかからず､ ア イデ

アを出し合え る｡

･ グル
ー

プでの話 し合いで は､ ク ラ ス と いう大きなまと

まりで は発言で きな い人も発言で きる点がよい ｡

･ グル ー プ活動は､
一

人
一

人の良さが合わ さ っ て ､ い ろ

いろな考えが生まれ るからよ い ｡

と い うように､ グル ー プ活動の利点をとらえ て い た｡

一

方 で ､ 後半の発展学習の なか で は､

･

分担 して調べ学習をして しまっ た こ とで ､ 自分がどの

くらい深く ､ そ の こ とがらに つ い て調 べればよい の か

がわ かりにくく な っ て しまっ て い た ｡ 他 の班員が調べ

る こ ととの つ ながりや ､ 班全体の方向性を頭に入れな

がら､ 調 べ なくては い けない と思っ た ｡

･ 学習者 一 人 一 人が自分の考えを持ち､ 他 の人に伝える

ように努める必要があると思 っ た｡

とい うように､ グル ー プ全体 として の学びの必要性に つ

い て だけで なく ､ グル ー プ活動を有意義に進める には ､

各自の 学びをグル
ー プ内で共有する ことが重要で ある こ

とに も気づ い て い る｡

上記 の P B L 教育 の 3 つ の 要件 を満たす本実践の よう

に具体的な教材を扱い , 主体的に取り組ん で 工 夫し､ 学

生同士 で 学び合う こ とは ､ 教材開発者と して の 資質の基

礎を育てる と考える こ とが で きるだろう｡ こ の よ うな姿

勢が教育現場の 文化と して 引き継がれ る こ とを期待 し

た い ｡

3
-

3 . 教 師と しての視点

教員養成学部における 『総合演習』 では､ 単に学生が

課題を設定し､ そ れ を解決するだけで は なく ,
｢ 幼 児

･
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児童また は生徒を指導するため の方法及び技術｣ を習得

するこ とも目標にあげられ て い る｡ 今回は ､ 具体的な指

導方法や技術に つ い て の検討は行わなか っ た が ､ 自分が

行 っ た活動に つ い て , 学校現場で実際に指導する場を想

定しなが ら, 教師の視点で も振り返ると い う形をと っ た｡

こ の教師の 視点での 振り返りにお い て ､ 学校現場で自分

が指導者として 授業を進め て い く上 で の 課題を様々 な観

点か ら見い出して い る記述が多く見られた ｡ また , 授業

を行う上で配慮するポイ ン トに つ い て の 具体的な提案も

あ っ た ｡

･

欠席や忘れ物などの緊急の アクシデ ント時に柔軟に対

応できるような準備が必要｡

･

実際にソ
- ラ ー ク ッ カ

ー を 見てから､ 自分も作 っ てみ

た い と思わせるには働きかけが必要｡ た とえば, こ れ

を扱う理 由や実際に調理 して い るときの写真を見せて

もい い と思う｡

･ 作 り方を教えずに､ 自分たちで調べ させてから始める

のがとて も良いと思う｡

･ 製作が早く終わ っ て しまっ た生徒には､ 進ん で取り組

めるような声掛けが必要｡

･

積極的な子 と消極的な子で はグル
ー プ活動 へ の参加度

が異な っ てく るので ､ で き るだけ子 ども同士 でお互 い

や る気を引き出しあえ るような 働きか けが必要だと

思う｡

･

作品づく りが苦手で行きづまる子どもには､ そ の子 ど

もの思いや考え を形に しやすくなるような声か けが大

切｡ ｢ どう作ろうとして い るの ? ｣ ｢ こ こが
一

番伝えた

いと こ ろなの ? ｣ な ど｡

･ よ りやる子 ､ やらな い子がは っ きり してく る こ とが予

想される｡ グル ー プ全員でや ろうと思え るような課題

設定､ 調 べ方を は っ きりさせ る必要があるだろう｡

な か で も､ 『総合的な学習の 時間』 の 指導にお い て 最

も重要なポイ ン ト で あ る ｢ 教師 の ス タ ン ス｣ に つ い て

は , 下記の よう に個人 の 振り返り で も多く記述され , グ

ル ー プ及びクラス 全体で の振り返り の 場 で も熱心にディ

ス カ ッ シ ョ ン が行われた ｡ 実際の 活動や討論の場を持 つ

こ と で , 学生が感じた事柄が言語化され ､ 全体に共有さ

れた もの と考え る｡

･ た だ知識を教える の ではなく ､ 生徒が考える ことが重

要なのは分かるが､ 全く何も教えな いの では い けな い ｡

ど こまで教えるのか ､ そ の境界が難 しい ｡

･ 限られた時間内で終了するには､ 質問にそのまま答え

る とい う ことも必要｡

･ 教師として ､ そ の授業の中で行き着きたか っ た方向に

持っ て い く こ とが必要｡

･

そ の授業の中で何を掴ませた い の か ､ 教師側が し っ か

り把握してお き､ そ の枠の中で生徒たちが自由に考え

たり行動したりできるよう にすべ き｡

･ 生徒にア ド バイ スをする ときは生徒たちの 考えて い る

方向性を変えな いよう にする の が大切だと思 っ た ｡

･ 先生はあくまでも ｢ サ ポ ー ト役｣ である べ きだと思う｡

すぐに答えを教える ので はなく､ 実験後に正解を教え

た方が学ぶ側も体験を通 した後であるから納得の 度合

い が高くなる と思う｡

･ 発展学習には 一

つ の明確な答えは存在せず､ 個 々 もし

くは各班がそれぞれ に発見した こ とが答えになる｡ 指

導者は学習者と共に考える時間を共有すべ きである｡

･ 生徒によ っ て､ 先生の助言を必要と感 じる時､ 度合 い

が違うことが分か っ た ｡ どれ だけ生徒のことを見て い

るかにかか っ てくる｡

･

教 え るのが必ずしも教師で はなく､ 生徒同士が互 い に

教え合うのでもよ い ｡ そ う い う機会を作るこ とも教師

の役割である｡

･ 話 し合 い の場で ､ 教師は ｢ フ ァ シリチ
ー

タ
ー

｣ で ある

べ き｡ 自分 の意見をはさむ ので はなく ､ 全員 の発言を

引き出して い きた い ｡

ま た, 指導者にと っ て広範囲にわ たる知識や専門性が

重要で ある ことに つ い て の コ メ ン トも見られた ｡
こ の こ

とは､ 本授業にお い て ､ 学生に伝えた い こ と の 1 つ で あ っ

たが , 教員が説明するの で はな く､ 様 々 な活動を通し て

学生自身が気づいた ことは , 主体的な学びを達成した こ

とを示 し て い ると い える の で はな いだろうか ｡

･ 指導者は学習者の何倍も勉強しておかな ければならな

い
｡

･ 調 べ学習をするとき に検索ワ ー ドが重要になる ｡ 言葉

の選び方から教える ､ 検索ツ ー ルを調べておく ｡

･

教師自身が しっ かり話し合いできる能力を持 っ て い る

こ とが大切｡

4 . 『総合的な学習の 時間』 観 につ い て

こ の 授業の 中で は､ 『総合的な学習の 時間』 に つ い て

は ､ ガイダ ン ス 時に学習指導要領を提示 しただけ で , 特

に教員側か ら説明を行う とい う こ とは しなか っ た｡ しか

し､ 授業の 最終的な振り返りにお い て 『総合的な学習の

時間』 観が持て たか ､ とい う質問を した と ころ ､ 以下に

示すよう に, 学生は こ の 授業を通して ､ 各自が自分なり

の 『総合的な学習の 時間』 観を考える こ とが で きた もの

と思われ る｡

･ 授業 の進め方や評価などの 方法が他の 教科とは違う｡
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『総合演習』 における P B L 教育 の実践

様 々 な こ とが含まれて い たり結びつ い て い たりする ｡

･ 子 どもたち の 興味 ･ 関心 ､ 地域の 慣習
･

伝統などを考

慮し､ さらに複数教科の 内容を取り入れる ことによ っ

て ､
｢教科｣ を超えての

"

学び
"

がで きるとよ い ｡

･ 専門知識を つ けると い うわけではなく ､ 協調性
･

積極

性 ･ 自主性とい っ た社会で生きて い く の に必要な力を

自然と身につ けて いく こ とができる授業｡ また ､ 色 々

な こ とに興味､ 関心 を広げるき っ かけとな る授業｡

5 . さ い ごに

今回､ 環境をテ
ー

マ に ソ ー ラ ー ク ッ カ
ー

を題材とし て

『総合演習』 を実践した｡ p B L 教育を学びの 形式と し て

取り入れ る ことにより, 学生 の主体的な学びが達成され

た ｡ さ ら に, 活動 の振り返り の中で教師として の 視点を

取り入れ る こ とによ り, 児童 ･ 生徒を指導する際に必要

な資質や教師として の ス タ ン ス に つ い て 考えさせ る こ と

が で きた ｡

ま た､ p B L 教育では ､ 教員やチ ュ
ー タ ー

の 学生に対す

る関わ り方が重要で あ る｡ 学生 の 振り返り ノ
ー ト で は

｢ チ ュ ー タ ー が 適切な ア ドバイス を与える と､ 生徒はす

ご い と思え るし､ 思 っ て い た以上 にすごい モ ノができて

き て ､ 作 る こ とや考える こ とや 工夫する こ とが どん どん

楽しくな っ てく る｣ とい う コ メ ン トが ある
一

方､ ｢ 教師

の ア ドバイ ス が失敗を防い で しまい ､ すんなり行き過ぎ

て 少し物足りなさを感じた｣ と い う意見もあ っ た ｡ 今後,

教育学部の P B L 教育にお けるチ ュ
ー タ ー の 役割や 力量

に つ い て ､ 様々 な角度から検討する必要があるだろう｡

研究 フ ォ
ー ラム 発表資料､ 京都大学高等教育研究開発

推進セ ンタ
ー

, 2 0 0 6

6 . 関浩和 ｢ ウ エ ッ ビ ング法一子 どもと創出する教材研

究法- ｣ 明治図書､ 2 0 0 2

7 . 大隅紀和 ｢ デ ィ ス プ レイ型 ボ
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2 0 0 2
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